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研修5．

サービス管理責任者等の研修制度
の取り扱い等について



サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者（サビ管・
児発管）になるまで

2

相談支援又は
直接支援の実
務経験

相談支援従事者
初任者研修
（講義部分）

サビ児管
基礎研修

【原則】
実践研修受講直前の５年

間に２年以上の
相談支援又は
直接支援の実務

【例外】
個別支援計画の作成業務

に６月以上従事
（要件を満たす必要あり）

この期間中は
2人目のサビ児管として配置可能

サビ児管
実践研修

サビ児管
として
勤務可能



3（厚生労働省資料抜粋）
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障害者関係事業所変更届

様式は広島県のホームページに掲載しています。
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/62/ken
syu.html　（実践研修の項目）

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/62/kensyu.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/62/kensyu.html
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障害児関係事業所変更届

様式は広島県のホームページに掲載しています。
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/62/ken
syu.html　（実践研修の項目）

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/62/kensyu.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/62/kensyu.html


6

（厚生労働省資料抜粋）
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（厚生労働省資料抜粋）



8８
（厚生労働省資料抜粋）
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サービス管理責任者等の更新研修について

※要件
①　実践研修修了後、更新研修受講前の５年間に２年以上のサービス管理責任者等・管理者　
　（障害福祉サービス事業所、指定障害者支援施設等、障害児通所支援事業所、指定障害児
　入所施設等）・相談支援専門員の実務経験がある。
②　現にサービス管理責任者等・管理者・相談支援専門員として従事している。　
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サービス管理責任者等の専門別研修について

○令和元年度に、分野を超えた連携を図るための共通基盤を構築する等の観点から、サービス管理責任者研
修の全分野及び児童発達支援管理責任者研修のカリキュラムを統一し、共通で実施することに改正された。
○ なお、共通の知識及び技術に加えて各分野等において必要な知識や技術については、専門コース別研修を
実施して補完する。（任意研修）

※広島県においては、令和７年度は「障害児支援」及び「就労支援」を実施予定です。
　開催日：令和７年12月16日（火）・17日（水）・18日（木）（予定）
　【募集予定：令和７年９月頃】



【広島県ホームページ】
トップページ＞ 組織でさがす＞ 健康福祉局＞ 障害者支援課

令和７年度広島県相談支援従事者研修及びサービス管理責任者等研修について
 ２ 実務経験について
  ・サービス管理責任者の実務要件
  ・児童発達支援管理責任者の実務要件

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/62/kensyu.html

【問い合わせ先】
 社会福祉法人尾道さつき会 研修事務局
  TEL：082-275-5445（問合せ受付時間：9:00～17:00）

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/62/kensyu.html
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処遇改善加算について



公益財団法人

介護労働安定センター広島支部



組織展開

当センターは、東京に本部をおき、47都道府
県全てに支部を設置しております。
また、各支部には、
「介護労働サービスインストラクター」
「介護能力開発アドバイザー」
「介護労働コーディネーター」
を配備し、事業所を支援させていただいてお
ります。



働きやすく働きがいのある職場づくり支援
【 相談援助 】

職場環境改善の支援
（雇用管理等に関する相談）

健康確保の支援
（健康管理やメンタルヘルスに関する相談）

キャリア形成支援
（研修コーディネート事業）

●人事制度  ●処遇改善加算
●賃金体系
●就業規則
●労働時間
●ハラスメント

●腰痛予防
●感染症予防
●メンタルヘルス対策

●キャリアプラン
●キャリアパス構築
●研修体系の構築、
 階層別研修について
●リーダーの育成方法

上記に関し、社会保険労務士をはじめとした様々な専門家と同行し、相談・支援を無料で行っています



介護人材の養成、専門性の向上支援
【 講習会・研修・セミナー 】

介護人材の養成 スキルアップ研修
出張研修

（オーダーメイド）

●介護労働講習（実務
者研修含む）
●生活援護従事者研修
●介護職員初任者研修

各種講習会・研修・セミナーについては当センターホームページからご確認いただけます

事業主・中間管理者
向けセミナー・講習

●ニーズに合わせた研修
（高齢者虐待・身体拘束
防止、認知症ケア等）
●各種指定講習（喀痰吸
引、医療的ケア、同行援
護・強度行動障害）他

●オーダーメイドの研
修（介護技術、コミュ
ニケーション技術、接
遇マナー等）

●ICT活用、BCP策定
●介護経営セミナー
●処遇改善加算等
●介護報酬改定セミナー
●雇用管理責任者講習



介護の魅力発信・総合的な情報提供

介護労働実態調査
介護の魅力発信動

画の放映
介護の日の取組
（11月11日）

●介護分野にお
ける雇用管理状
況、離職率等の
情報公開

上記情報等については当センターホームページからご確認いただけます

介護労働懇談会

●当センターホー
ムページ、ハロー
ワークでの情報公
開

●労働局・ハロー
ワークと連携し、
「介護就職デイ」
の取り組み

●介護関係の行
政機関、事業者
団体等との情報
交換・共有

販売図書等の
ご案内

●各種図書販売
●機関誌（ケア
ワーク）発行
●介護情報サイ
ト(care-net.biz)



事業所からのご相談のお申込について

雇用管理・能力開発等のご相談は、次のいずれかにて承っております。
まずは、お気軽にご相談ください。

①お電話でお申込み

②当センターホームページより直接各種セミナー等のお申込み。
                    
③ホームページより「無料相談申込」をダウンロードし、FAXにてお申込み。

【お問合せ】
  (公財)介護労働安定センター広島支部                        

TEL 082-222-3063  FAX 082-222-3703
介護労働安定センター

広島支部
検索



＜情報提供＞

令和7年度　

福祉・介護職員等処遇改善加算



各加算で求められる要件

加算Ⅰ 加算Ⅱ 加算Ⅲ 加算Ⅳ

月額賃金改善要件Ⅰ・Ⅱ ● ● ● ●

職場環境等要件 ● ● ● ●

見える化要件 ● ● ー ー

キャリアパス要件Ⅰ ● ● ● ●

キャリアパス要件Ⅱ ● ● ● ●

キャリアパス要件Ⅲ ● ● ● ー

キャリアパス要件Ⅳ ● ● ー ー

キャリアパス要件Ⅴ ● ー ー ー



「加算Ⅳを算定したと仮定した場合の加算額の1/2以上を月額の改善に充てる」

【月額賃金改善要件Ⅰ】　　対象：全加算

point

「旧ベースアップ等加算相当の加算額の2/3以上の基本給等引き上げをする」

【月額賃金改善要件Ⅱ】　　対象：旧ベースアップ等加算未取得

本要件は、処遇改善加算の配分を一定以上毎月に配分することで職
員の月々の生活を安定化することを目指しています。



　加算Ⅰ・Ⅱ　：区分ごとにそれぞれ2つ以上　（生産性は３つ以上、うち⑱は必須）

　加算Ⅲ・Ⅳ　：区分ごとにそれぞれ1つ以上　（生産性は2つ以上）

【職場環境等要件】　　対象：全加算

区分 項目数

入職促進に向けた取組 4項目

資質向上やキャリアアップに向けた支援 4項目

両立支援・多様な働き方の推進 5項目

腰痛を含む心身の健康管理 4項目

生産性向上のための業務改善の取組
7項目
⑱現場の課題の見える化

やりがい・働きがいの醸成 4項目

point

☑した項
目には必
ず「根拠」
を準備



＜公開場所＞「自社のホームページ」、「WAMNET」等
＜公開内容＞「賃金以外の処遇改善に関する具体的な取組内容」
　　　　　　　　＝「職場環境等要件」でチェックした項目

【見える化要件】　　対象：加算Ⅰ・Ⅱ

point

「自社ホームページ」で公開する場合、職場環境等要件の項目について、自
社での具体的な取組を公開する

➡閲覧者が自社の取組をより詳しく理解できる



以下の全てを満たす　《職位・職責・職務内容・賃金体系》
① 職位・職責・職務内容等を定める
② ①に応じた賃金体系を定める
③ ①②について就業規則等の書面で整備し、全職員に周知する

【キャリアパス要件Ⅰ】　　対象：全加算

point

上記を一覧にする場合、特に金額の設定する際、現状の職員の状況から逆算して作成
するとより現実のあった表でできます。
令和7年度中は本要件は、「誓約」でもクリアできます。



以下の全てを満たす　《研修》
① 資質向上の目標及びa.又はb.のいずれかに関する計画策定
をし、研修実施又は研修機会の確保をしている
　　a.職員の能力評価　　b.資格取得のための支援
② ①について全職員に周知する

【キャリアパス要件Ⅱ】　　対象：全加算

point

①「b.資格取得のための支援」とは、必ずしも研修費用等のお金の支援だけでなく、研
修受講のための『シフト調整』等も含まれます。
令和7年度中は本要件は、「誓約」でもクリアできます。



以下の全てを満たす　《昇給の仕組み》
① 以下のうち、1つ以上に該当する
　a.経験に応じて昇給
　b.資格に応じて昇給
　c.一定の基準に基づき定期に昇給
② ①について就業規則等の書面で整備し、全職員に周知する

【キャリアパス要件Ⅲ】　　対象：加算Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

point

上記①のうち１つ以上で可。例えば、「b.資格」の場合で、既に介護福祉士手当等別途支
給しているケースはこれに該当します。
令和7年度中は本要件は、「誓約」でもクリアできます。



経験・技能のある職員のうち、1人以上は年額440万円以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《改善後の年額賃金改善要件》

＜例外的説明＞
・小規模事業所等で加算額全体が少額である　等

【キャリアパス要件Ⅳ】　　対象：加算Ⅰ・Ⅱ

point

この要件は、あくまで440万/年（全産業の平均年収）の職員を目指すものですが、
「例外的説明」にもあるように、必ずしも440万の職員がいないと満たせない要件では
ありません。
また、令和7年度より、「月額8万円」は廃止されました。



福祉専門職員配置等加算の届出をしている　《配置等要件》

・居宅介護、重度訪問、同行援護、行動援護　➡　特定事業所加算
・重度障害者等包括支援、施設入所支援、短期入所、就労定着支援、居宅訪問型児童発
達支援、保育所等訪問支援　➡　配置等要件に関する加算が無いため不要

【キャリアパス要件Ⅴ】　　対象：加算Ⅰ

point

この要件は、最高位の加算Ⅰと取得する際に必須とされています。福祉専門職員配置
等加算や特定事業所加算は、キャリアパス要件Ⅴをクリアするための要件ではあります
が、本加算自体をとることで事業所の収益にもつながります。



まとめ

●令和7年度は、次の要件は『誓約』でも可となっています。

　　「キャリアパス要件Ⅰ」　「キャリアパス要件Ⅱ」　「キャリアパス要件Ⅲ」
　　「職場環境等要件」

●「誓約」チェックした事業所は、今年度中に必ず要件を満たしましょう

●ご不安な点などございましたら、ご相談ください。



ご静聴ありがとうございました。

 ○　研修を視聴後、参加確認票に回答してください。
 ○　参加確認票は、広島県ホームページ内の
　　「令和７年度　指定障害福祉サービス事業者等集団指導研修について」
　 のページにＵＲＬを掲載しています。


